






l 技術デー タ（実験値） l

項 目

発泡時の体積

噴出後の発泡倍率

施工可能温度（周囲の温度）

指触乾燥時間（タックフリ ータイム） ＊厚み20mm

切断加工可能時間 ＊厚み20mm

硬化後の密度

熱伝導率

製造後貯蔵安定期間

l 充填の目安 l

項 目

l m3当たりの使用本数

一本当たりの
施工可能長さ

20X20mmの場合

30X30mmの場合

18~26Q／本

2.0~3.0倍

-10~35℃ 

4~10分

20~30分

14~22kg/m3 

0.04w/m·k 

12ヶ月

一
45~5112／本

1.0~2.0倍

-10~35℃ 

4~8分

9~19分

l 5~18kg/m3 

0.04w/m·k 

12ヶ月

＊温度、湿度その他の条件により異なりま すのでこ注意ください。

l 使用上の注意点 l
●作業を行うときは、保護めがね、保護マスク、手袋、

ヘルメット、作業唐等を落用し皮虜に触れないよう
にしてください。

●熱、静電気放電、火花、高温のような着火源から遠
ざけ、またこれらによる引火を防止してください。

●屋外または換気のよい区域でのみ使用し晨露を
避けてください。また、蒸気を吸引しないこと。

●施工可能な周囲の温度は-10℃~35℃、缶の使
用温度は最低5℃です。

●フオームの表面が硬化するまでは手などで触れない
でください。（表面は噴出後約6~7分で硬化します。）

●フオームを使用する際は、表面の油脂やほこりを
除去し、乾燥がひどい場合は水を霧吹き等で吹き
付けてください。

●一度で施工できるフオームの厚みは5cmまでです。
施工部の厚みが5cm以上の場合は一度5cmま
でとして完全硬化後に湿らせてから重ね施工をし
てください。

●フオームが硬化していない場合であれば、クリーナ
ーで洗い落すことができます。（硬化後は効果があ
りません。）

●フッ素樹脂、シリコン樹脂、ポリエチレン、ポリプロ
ピレンには付着しません。

●極端に密閉された空間では硬化しない場合があります。
●トア、サッシ等フレーム施工の場合は発泡するフオー

ムの圧力で変形しないように必す、支え木を3~
5時間あててください。

●施工されたフオ ー ム は紫外線によって劣化しま

すので直射日光が当たる箇所へは硬化後に塗装
等を施してください。

●取扱後は、よく手を洗ってください。
●シリコン系、ポリエチレン系、ポリプロピレン系、

テフロン系の塗料また透明、半透明の塗料は使
用できません。

■応急処置
●眼に入った場合、直ぐに大塁の清水で十分に眼を

洗ってから直ぐに医師の診断を受けてください。
●手、指、皮膚に液が付着した時は石鹸で十分に洗っ

てください。
●ガスを吸い込んだり液を摂取した場合などは直

ぐに医師の診断を受けてください。
●使用中に気分が悪くなったり した場合は症状に

よって医師の診断を受けてください。
■保管
●直射□光を避け、乾いた冷暗所(5℃~23℃)に

保筐してください。
●40℃以上になる所、熱源、火元等のある所には

絶対に置かないでください。
●幼児•児童の手が届かない所に保管してください。
●使用期限内に製品を使用してください。
■廃棄
●使い終わった缶 は火に入れないでください。
●捨てる際は、火気のない屋外で隕射苗が消える

までガスを抜いてから、地方自治休の規制に従って
廃棄してください。

■SDSについて
●使用に際して は、必す安全データシ ート「SOS」

をこ参照ください。
■成分表記
〈マルチポジション•プロカートリッジ〉
主成分：ポリメチレンポリフェニルポリイソシアネート

第四類第四石油類、危険等級皿、火気厳禁
〈クリーナー〉
主成分：アセトン

喜言f：等汲4人：口塁
⑤使い切って捨てること。

高圧ガスマルチポジション：LPG/DME
プロカ ー トリッジ：LPG/DME
クリーナー ：LPG/DME

※製品改良のために予告なしに仕様等を変更する場合があります。予めご了承ください。
安心して暮らせる豊かな街づくりを目指して・・・

無断複写・転載禁止
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